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市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは、秘書政策課広報報道担当☎0940（36）1055まで

お知らせ

講座
番号

大学 内容など

（１）

東
海
大
学

福
岡
短
期
大
学

●内容　「世界遺産と着地型観光」
●講師　宮内順さん
　　　　（同大学経営学部観光ビジネス学科教授）
●日時　10月17日（土）13：00～14：30
●場所　東海大学２号館

（２） 日
本
赤
十
字
九
州
国
際
看
護
大
学

●内容　「文化遺産と地域社会」
●講師　鈴木清史さん
　　　　（同大学教授）
●時間　13：30～14：40

【２、３共通事項】
●日程　10月24日（土）
●場所　同大学・講義室

104（予定）
●定員　各先着100人
＊赤間駅から無料シャト
ルバスを運行。
　（２）は「13:00発」、
（３）は「14:20発」
の利用可

（３）

●内容　「英国の世界遺産におけ
る19世紀の保健医療問題～リ
バプール、エジンバラ、ダー
ウェント川河畔域、その他～」

●講師　徳永哲さん
　　　　（元日本赤十字九州国際
　　　　看護大学特任講師）
●時間　14：50～16：00

＊本年度は、３大学で計６回の公開講座を予定しています。４回目以降は、
詳細が決まり次第、市広報紙などでお知らせします

　
今
年
も
、９
月
７
日
か
ら
同
11
日
ま
で
の
５
日
間
、

全
て
の
市
立
中
学
校
の
２
年
生
約
９
０
０
人
が
、
市

内
の
事
業
所
で
職
場
体
験
を
し
ま
し
た
。
５
日
間
の

体
験
活
動
を
通
し
て
、
地
域
の
職
場
や
産
業
に
つ
い

て
理
解
し
、
自
ら
の
興
味
や
将
来
に
つ
い
て
考
え
、

働
く
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
を
学
ぶ
素
晴
ら
し
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
中
学
生
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
事
業
所
の
み
な
さ

ん
、
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
た
市
民
の
み
な
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

＊
職
場
体
験
の
詳
細
は
、
市
広
報
紙
12
月
15
日
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先

　�

教
育
政
策
課
　
☎
（
36
）
５
０
９
９

市
　
か
　
ら

【
自
立
支
援
教
育
訓
練
】

●
内
容
　
就
職
に
つ
な
が
る
能

力
開
発
の
た
め
に
受
講
し
た

教
育
訓
練
講
座
の
受
講
料
を

助
成

●
対
象
　
20
歳
未
満
の
児
童
を

扶
養
し
て
い
る
母
子
家
庭
の

母
か
父
子
家
庭
の
父
で
、
次

の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
市

民
▽
所
得
が
児
童
扶
養
手
当
受
給

対
象
の
所
得
水
準
の
人

▽
雇
用
保
険
教
育
訓
練
給
付
金

の
受
給
資
格
が
な
い
人

●
対
象
講
座
　
雇
用
保
険
制
度

の
教
育
訓
練
給
付
金
の
対
象

と
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が

指
定
す
る
教
育
訓
練
講
座

で
、
事
前
に
市
長
か
ら
指
定

を
受
け
た
講
座

＊
受
講
希
望
の
講
座
は
問
い
合

わ
せ
を

●
支
給
額
　
受
講
料
の
２
割

（
上
限
10
万
円
）

【
高
等
職
業
訓
練
促
進
】

●
内
容
　
就
職
に
有
利
な
資
格

を
取
得
す
る
た
め
に
養
成
機

関
で
修
業
す
る
場
合
、
経
済

的
支
援
を
実
施

●
対
象
　
20
歳
未
満
の
児
童
を

扶
養
し
て
い
る
母
子
家
庭

の
母
か
父
子
家
庭
の
父
で
、�

次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す

市
民

▽
所
得
が
児
童
扶
養
手
当
受
給

対
象
の
所
得
水
準
の
人

▽
養
成
機
関
で
２
年
以
上
修
業

す
る
予
定
の
人

●
対
象
資
格
　
看
護
師
、
准
看

護
師
、
介
護
福
祉
士
、
保
育

士
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療

法
士
の
い
ず
れ
か
の
資
格
取

得
の
た
め
に
修
業
し
て
い
る

人
●
支
給
額

①
平
成
23
年
度
に
養
成
機
関
に

入
学
し
修
業
し
て
い
る
人
が

属
し
て
い
る
世
帯

▽
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
＝

月
額
14
万
１
０
０
０
円

▽
市
町
村
民
税
課
税
世
帯
＝
月

額
７
万
５
０
０
円

②
平
成
24
年
度
以
降
に
養
成
機

関
に
入
学
し
修
業
し
て
い
る

人
が
属
し
て
い
る
世
帯

▽
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
＝

月
額
10
万
円

▽
市
町
村
民
税
課
税
世
帯
＝
月

額
７
万
５
０
０
円

●
支
給
期
間
（
申
請
を
し
た
月

か
ら
）

▽
平
成
23
年
度
に
養
成
機
関
に

入
学
し
修
業
し
て
い
る
人
＝

全
期
間

▽
平
成
24
年
度
に
養
成
機
関
に

入
学
し
修
業
し
て
い
る
人
＝

３
年
を
限
度

▽
平
成
25
年
度
以
降
に
養
成
機

関
に
入
学
し
修
業
し
て
い
る

人
＝
２
年
を
限
度

■
問
い
合
わ
せ
先

　
子
ど
も
家
庭
課

　
子
ど
も
家
庭
係

☎
（
36
）
１
１
５
１

【
児
童
手
当
現
況
届
】

●
内
容
　
提
出
期
限
（
６
月
30

日
ま
で
）が
過
ぎ
て
い
ま
す
。

提
出
さ
れ
な
い
場
合
、
6
月

分
か
ら
の
児
童
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。
早
め
に
子
ど

も
家
庭
課
へ
提
出
を

児
童
手
当
現
況
届
と
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
の
申
請
を

＊
10
月
は
、
児
童
手
当
の
支
払

月
で
す
。
６
月
中
に
現
況
届

を
提
出
し
た
人
に
、
６
～
９

月
分
の
児
童
手
当
を
支
給

【
子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
】

●
支
給
対
象
　
基
準
日
（
５
月

31
日
）
で
の
、
６
月
分
の
児

童
手
当
受
給
者
（
特
例
給
付

を
除
く
）

●
対
象
児
童
　
支
給
対
象
者

の
、
６
月
分
の
児
童
手
当
対

象
と
な
る
児
童
（
特
例
給
付

を
除
く
）

●
支
給
額
　
対
象
児
童
１
人
に

つ
き
３
０
０
０
円

＊
支
給
は
１
回
の
み

●
申
請
締
切
日
　
11
月
30
日

（
月
）

＊
基
準
日
に
市
在
住
の
公
務
員

は
、
申
請
書
な
ど
を
勤
務
先

か
ら
受
け
取
り
、
必
要
書
類

を
添
え
て
期
限
内
に
提
出
を

■
問
い
合
わ
せ
先

　
子
ど
も
家
庭
課

　
子
ど
も
家
庭
係

☎
（
36
）
１
１
５
１

ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め

の
各
種
訓
練
給
付
金

　市内３大学と市の連携、協力を進める「むなかた大学のまち協議会」
では、「誰でも、いつでも、どこでも学べる大学のまち」を目指しています。
　本年度も、「むなかた大学のまちゼミナール」を開講。「世界遺産」をテー
マとして、各大学の専門性や特性を生かした公開講座を実施します（下
表参照）。
●申込締切日　
▽（１）＝10月15日（木）
▽（２、３）＝10月22日（木）
●申込必要事項　①講座番号②住所③氏名④年齢⑤電

話番号⑥シャトルバス利用の有無（講座番号２、３
のみ）

●申込先　むなかた大学のまち協議会事務局（コミュニティ協働推進課）
▽ハガキ＝〒811-3492／住所不要
▽ FAX（36）0270
▽メール komyunit@city.munakata.fukuoka.jp

「むなかた大学の
　まちゼミナール」公開講座

■問い合わせ先
　同事務局（コミュニティ協働推進課）　☎（36）5394

一生懸命に楽しく働きました

中
学
生
職
場
体
験
事
業

　
「
ワ
ク
ワ
ク
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
」に

ご
協
力
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た


